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	応用
	抗原情報
	背景
	ペプチジルプロリルシス／トランスイソメラーゼ（PPIase）は、ペプチジルプロリルペプチド結合のシス／トランス異性化を触媒します。この遺伝子はPPIaseの1つをコードしており、リン酸化セリン／スレオニンプロリンモチーフに特異的に結合し、基質のリン酸化後の構造を触媒的に制御します。このPPIaseによって触媒される構造制御は、細胞増殖、遺伝毒性およびその他のストレス応答、免疫応答、多能性の誘導と維持、生殖細胞の発生、神経分化、そして生存の制御に関与する主要なタンパク質に大きな影響を与えます。この酵素は、アルツハイマー病や多くの癌の病因においても重要な役割を果たしています。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2011年6月],触媒活性：ペプチジルプロリン（オメガ=180）=ペプチジルプロリン（オメガ=0）。,ドメイン：WWドメインは、STILおよびMPHOSPH1との相互作用に必須である。,機能：NIMAと相互作用し、その有糸分裂促進活性を減弱させることで有糸分裂を制御する必須PPIase。異性化したプロリン結合のN末端側の酸性残基を優先的に選択する。pSer/Thr-Proのシス/トランス異性化を触媒する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：1つのPpiCドメインを含む。,類似性：1つのWWドメインを含む。,サブユニット：STILと相互作用する（類似性による）。MPHOSPH1と相互作用する。,
	研究分野
	RIG-I様受容体;
	画像データ
	

	Pin1（リン酸化Ser16）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	Pin1（リン酸化Ser16）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Pin1（リン酸化Ser16）抗体を用いた、インスリン0.01U/ml 15分処理したCOS7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

